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⃝定例会等の主な動き
本会議（9/5～10）······························一般質問、議案上程、採決· （2～4面）
各常任委員会（9/11～14、 24）········議案・陳情審査等· （3・4面）
決算審査特別委員会（9/18～21）…·決算議案審査· （3面）
本会議（9/27）···································委員長報告、議案上程、採決· （4面）

全員協議会（8/28）·····························寄付の申出を受けた土地・建· （4面）
　　　　　　　　　　　　　　　物等に関する取扱いについて

・「かまくら子ども議会」……市議会の模擬体験を通じ地方自治の仕組みについて学習する。小学校・中学校隔年開催。
・「世界遺産登録推進に向けての中学生作文コンクール表彰式・発表会」……自分と鎌倉について考え、
　鎌倉の世界遺産登録推進活動に関心を深めるための作文コンクールの表彰式・発表会。
・「議場見学」……小学校の授業で行う社会科見学。

世界遺産登録に関することや震災等災害時の対策など、参加した20名の「子ども議員」は積極的に質問をして、市長・教育長・担当職員が答えました。
「子ども議員」に、普段、議会をどのように思っているかアンケートを実施したところ、次のような回答がありました（主なものを抜粋）。

鎌倉市議会ってどんなところ？Vol.3

１面に市議会の紹介記事を設けたため、「かまくら議会だより」の掲載写真の募集はしばらく休止します。

　市議会の本会議が行われる「議場」は、本会議以外に市内小・中学校の児童・生徒を
対象に次のような使い方もしています。

　８月２日に中学生を対象に「かまくら子ども議会」が開催されました。

⃝定例会の概要
•·今定例会では、18名の議員が一般質問を行いました。
•·市長提出議案として、条例関係議案９件、平成24年度一般会計等補正予算
４件、その他８件を可決し、一般会計及び下水道事業特別会計歳入歳出決算
を不認定、５特別会計決算を認定し、公平委員会委員の選任に同意しました。

•·議会提出議案として「議会基本条例の策定に関する調査特別委員会の設置
について」を可決し、「市議会議員定数条例の一部を改正する条例の制定
について」を継続審査とし、意見書２件を可決。陳情４件を採択しました。

平成24年９月定例会（9月5日～27日）
平成23年度一般会計歳入歳出決算を不認定

８／２開催　子ども議会風景

子ども議会宣言　総員可決！

・·議長が前にいてとても緊
張し、難しく、怖かった。

・·自分の意思に基づいて、
納得するまで話し合いを
行う信念を貫き通している。

・·鎌倉市民の生活を良いものにするために、
いろいろな案を出して頑張ってくださって
いる。

・·鎌倉市を活性化させるため、じっくり話し
合いがなされている。· など

市議会議員とは、どんなイメージですか？
・子どもたちが遊べる場所を増やすために、公園を多く造る。
・·市民による選挙で選ばれた立場であること、条例の案を作成したり、それに意見を言える権
利を持っていることに責任を持ち、条例を制定したりというようなことをしていきたい。

・·どんどん市民の意見を聞いて、市長たちに
申せるような議員さんになりたい。

・·一人でも多くの市民が「暮らしやすい」と
思える鎌倉をつくりたい。· など

あなたが鎌倉市議会議員だったら何がしたいですか？

（はい）
・·将来の夢の中の1つになっ
たと思う。

・·議員や公務員になると何か
と大変そうですが、とて
も有意義な仕事だと思う
ので一度就いてみたい。

・·今よりもっと楽しく明る
い市に、そして、もう一
度議会を経験してみた
い。· など

（いいえ）
・·将来の夢があるので、議員になりたいと思うことはできません。
・·興味はあるし、とてもやりがいがあるだろうけど、自分がい
ざやろうと思ってもきっとできないことがたくさんあって諦
めてしまうと思うので、鎌倉市議会議員の方々はとてもすご
いと思う。

・·毎回あんなに立派な議場へ行って毎回緊張していたら心臓が
持ちません。

・·とても荷が重い仕事なので、今「やりたい！」と簡単に言っ
てしまうと、バチが当たりそう。· など

鎌倉市議会議員に
なりたいですか？

その他こんな意見がありました。

・·市長さん、議長さん、教育長さんは議場の
中ではとても難しい人で、正直怖かったで
すが、その後の懇談会をしたときには、明
るい人たちだった
ことが、とても意
外でびっくりした。

・·僕はこれから先、鎌倉を担っていく中学生
も何か鎌倉の現状問題に対してもっと積極
的に参加するべきだ
と感じた。そのため
に、今日参加したメ
ンバーが中心となり
市とも連携の取れる
活動をしたい。·など

いいえ
50%

はい
45%

どちらとも 5%

【今後の定例会開会予定日】　12月定例会：12月５日（水）　２月定例会：２月13日（水）
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一般質問とは、市の事務や市が抱える課題等について市長
などにただすもので、
９月定例会では18名の議員が一般質問を行いました。
ここでは広報委員会で抜粋し、事項別に整理した一部の内
容を掲載しています。

一般質問の全文は、12月上旬作成予定の本会議録を図書館や
鎌倉市議会ホームページ内「会議録検索システム」でご覧く
ださい。

前川　綾子……「鎌倉地域の漁港について」「子どもが育つ環境の整備について」
納所　輝次……「通学路の安全対策について」
石川　敦子……「若者の就労支援と生活保護における課題について」
渡邊昌一郎……「�着地型観光商品企画事業から露呈した旅行会社との契約の疑義及び行政改革の必要性に

ついて」
西岡　幸子……「生活保護行政について」
岡田　和則……「�鎌倉市の人口の推移とそれに附随する諸問題について」「鎌倉市の財政について」
吉岡　和江……「�神奈川臨調（県緊急財政対策本部調査会）との関連で福祉・くらし・市民生活を守る市

政について」
久坂くにえ……「空き家対策を中心とした住宅政策について」
中澤　克之……「�防災等について」「子ども達の環境等について」「市長の政治姿勢等について」
千　　　一……「障害者の農業・漁業への参加について」「介護報酬について」「介護政策について」
　　　　　　　�「受けられる権利のあるサービスを受けさせなかった行政にもペナルティーを」
赤松　正博……「鎌倉の歴史と文化を生かしたまちづくりについて」
石川　寿美……「市長の政治姿勢について」「エネルギー政策」
山田　直人……「新鎌倉行政経営戦略プラン」
渡辺　　隆……「鎌倉市のスポーツ振興について」「学校教育について」
飯野　眞毅……「�まちづくりと道路行政について（埋設物含む）」「行財政改革について」「防災について」
髙橋　浩司……「市民満足度を柱にした市政運営と市長の政治姿勢について」
松中　健治……「市長の政治姿勢」「地震・津波等災害対策」
小田嶋敏浩……「健康づくりにおける食育について」

一般
質問

　
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
環
境

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
視
点
か

ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
学
校
教
育
】

質�

問
…
本
市
は
小
中
連
携
と
い
う

形
で
学
校
教
育
を
考
え
て
い

く
と
い
う
話
で
あ
っ
た
と
思

う
が
、
小
中
一
貫
教
育
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教�

育
部
長
…
今
年
度
、
鎌
倉
市
教

育
課
程
編
成
の
新
策
定
委
員

会
で
、
指
導
計
画
例
な
ど
を
取

り
入
れ
た
指
針
の
作
成
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
度

は
小
中
一
貫
教
育
検
討
委
員

会
の
方
で
、
推
進
校
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
い
じ
め
の
問
題
】

質�

問
…
さ
さ
い
な
こ
と
、隠
れ
た
事

象
が
い
じ
め
に
結
び
つ
く
と
い

う
認
識
を
持
ち
、情
報
共
有
が

必
要
だ
と
思
う
が
、ど
の
よ
う

に
実
態
把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

教�

育
部
長
…
児
童
・
生
徒
か
ら
は
、

教
育
相
談
や
、
個
別
面
談
で
直

接
話
を
す
る
こ
と
や
、
生
活
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
様
子

を
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
か
ら
は
、
面
談
や
学
級
懇

談
会
な
ど
で
話
を
聞
き
状
況

を
把
握
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
内
容
を
、
職
員
会
議
や
ケ
ー

ス
会
議
な
ど
で
情
報
共
有
し

て
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

質�

問
…
い
じ
め
の
事
件
報
道
を
見

る
と
、
教
育
委
員
会
の
構
造
的

　
本
市
に
お
け
る
生
活
保
護
と
自

立
支
援
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

視
点
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
生
活
保
護
】

質�

問
…
本
市
に
お
け
る
生
活
保
護

の
不
正
受
給
の
件
数
と
そ
の

理
由
は
何
か
。

健�

康
福
祉
部
長
…
平
成
20
年
度
は

15
件
で
稼
働
収
入
の
無
申
告

ま
た
は
過
少
申
告
９
件
、
保
険

の
解
約
金
等
の
無
申
告
６
件
、

21
年
度
が
８
件
で
、
稼
働
収
入

の
無
申
告
５
件
、
年
金
収
入
等

の
無
申
告
３
件
、
22
年
度
が
４

件
で
、
稼
働
収
入
の
無
申
告
３

件
、
自
賠
責
保
険
の
無
申
告
１

件
、
23
年
度
は
不
正
受
給
が
な

か
っ
た
。

質�

問
…
大
体
が
申
告
漏
れ
で
あ
る

と
思
う
が
、
受
給
者
へ
の
説
明

不
足
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
。

同�

部
長
…
生
活
保
護
開
始
時
点
で

も
収
入
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
と
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
申
告
に
関
す
る
注
意

点
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
福
祉
だ
よ
り
を
被
保
護

世
帯
に
配
付
し
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

質�

問
…
生
存
権
に
関
わ
る
生
活
保

護
相
談
業
務
を
行
い
、
不
正
受

給
に
も
対
応
し
、
自
立
支
援
も

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
変
な
仕
事
で
あ
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
に

つ
い
て
、
部
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

同�

部
長
…
制
度
が
毎
年
変
わ
っ
た

り
、
福
祉
の
知
識
・
技
術
が
身

に
付
く
ま
で
一
定
の
期
間
が

か
か
る
が
、
複
雑
な
ケ
ー
ス
は

先
輩
か
ら
の
意
見
を
聞
い
た

り
、
知
恵
を
借
り
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
日
々
の
研
さ
ん
が

大
事
で
、
様
々
な
助
言
・
指
導

を
そ
の
都
度
や
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質�

問
…
生
活
保
護
の
扶
養
義
務
は

扶
養
が
保
護
条
件
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
扶
養
義
務
を
厳
し
く

す
る
動
き
が
あ
り
、
扶
養
を
徹

底
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生

活
保
護
が
利
用
し
に
く
く
な

る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

な
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
体
制

で
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

同�

部
長
…
い
じ
め
の
事
象
が
あ
っ

た
場
合
は
、
児
童
・
生
徒
の
指

導
担
当
や
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
※
）
を
中
心
と
し

た
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
指
導
す
る

体
制
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

の
状
況
把
握
に
努
め
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
相
談

員
と
の
連
携
を
図
る
と
い
っ
た

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

質�

問
…
い
じ
め
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
市
と
し
て
作
る
と
い
う
こ

と
を
聞
い
た
が
、
い
じ
め
の
予

防
に
向
け
て
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

同�

部
長
…
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
情
報
の
把
握
が
大
切
だ

と
考
え
、
相
談
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
問
題

行
動
等
に
つ
い
て
の
対
応
や

改
善
点
を
話
し
合
う
グ
ル
ー

プ
討
議
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

教
員
の
研
修
も
重
要
と
考
え

て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
様
々

な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
問
題

意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ

う
、研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

【
通
学
路
の
安
全
対
策
】

質�

問
…
今
年
、
通
学
途
中
の
児
童

た
ち
を
巻
き
込
む
痛
ま
し
い

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

歩
行
者
優
先
の
交
通
体
系
の

理
念
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
本
市
は

こ
れ
を
受
け
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
た
の
か
。

教�

育
部
長
…
小
・
中
学
校
に
対
し

て
、
通
学
路
の
安
全
確
認
の
再

点
検
を
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
確
保
を

図
る
よ
う
児
童
・
生
徒
に
注
意

喚
起
し
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
、

よ
り
一
層
の
交
通
安
全
を
図

る
よ
う
依
頼
を
行
っ
た
。

質�
問
…
交
通
安
全
教
育
を
効
果
的

に
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
る
が
、
実
施
の
狙

い
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
の
か
聞
き
た
い
。

同�

部
長
…
実
施
の
狙
い
と
し
て

は
、
①
命
の
大
切
さ
や
交
通
事

故
の
怖
さ
を
知
る
と
い
う
こ

と
②
他
人
を
思
い
や
る
優
し

さ
と
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
っ
て
行
動
す
る
こ
と
③
発

達
に
応
じ
て
実
践
的
な
知
識

と
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
④

危
険
を
予
測
し
回
避
す
る
意

識
・
能
力
を
身
に
付
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
た

交
通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

本会議・委員会映像
公開中です！

鎌倉市議会ホームページはこちら！
http://www.city.kamakura.
kanagawa.jp/gikai/index.html

または、 鎌倉市議会 検索

議員有志で調査研究活動を行っている「政策法
務研究会」の研究活動内容も紹介しています。

鎌倉市議会では、本会
議及び各常任委員会等
について生中継を行っ
ています。
（録画映像も見ること
ができます。）

子
ど
も
の
環
境

生
活
保
護
と
自
立
支
援

同�

部
長
…
扶
養
義
務
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
よ
り
柔
軟
な
対
応
が

求
め
ら
れ
、
個
々
の
ケ
ー
ス
の

状
況
に
よ
り
適
正
に
判
断
し

て
法
律
の
適
切
な
運
用
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
自
立
支
援
】

質�

問
…
子
ど
も
・
若
者
育
成
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
背
景
と
目
的

を
伺
い
た
い
。

こ�

ど
も
み
ら
い
部
長
…
本
市
は
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

制
定
以
前
か
ら
青
少
年
の
育

成
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
き
て

い
る
。
困
難
を
抱
え
る
青
少
年

に
対
す
る
支
援
も
含
め
て
広

く
青
少
年
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

質�

問
…
若
者
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

市�

長
…
昨
今
の
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
と
ニ
ー
ト
と
い
う
社
会

現
象
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
若

者
が
生
き
る
力
、
目
標
を
見
失

い
が
ち
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
こ
を
克
服
し

て
い
く
た
め
こ
の
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質�

問
…
子
ど
も
・
若
者
育
成
プ
ラ

ン
の
理
念
は
自
立
に
向
け
て

の
支
援
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市�

長
…
若
者
が
自
立
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
ま
た
、

そ
れ
を
地
域
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
目
指
し
て
い
く
こ
と

が
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

質�

問
…
労
働
施
策
と
し
て
の
就
労

支
援
と
若
者
就
労
支
援
の
制

度
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市�

民
活
動
部
長
…
就
労
支
援
と
し

て
湘
南
・
横
浜
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
「
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

う
。）
が
面
接
相
談
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
、
職
場
見
学
や
就
労
体

験
、
保
護
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
若

者
就
労
支
援
と
し
て
、
求
職
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
雇
用
対
策

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。

質�

問
…
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
費
を
本
市
と
し
て
も

予
算
措
置
を
し
て
安
定
的
な

運
営
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

同�

部
長
…
こ
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
事
業
対
象
地
域
で

あ
る
関
係
市
と
協
議
し
て
積

極
的
に
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
連
携
す
る
方
法
を

模
索
し
て
い
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

※
印
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

各
学
校
で
児
童
・
生
徒
へ
の
支

援
に
取
り
組
む
際
に
、
課
題
解
決

に
向
け
た
推
進
役
と
な
る
教
員
の

こ
と
で
次
の
役
割
を
担
う
。

①�

担
任
、
保
護
者
、
児
童
・
生
徒

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
。

②�

校
内
委
員
会
を
開
催
し
、児
童
・

生
徒
指
導
に
関
わ
る
教
職
員
間

の
情
報
共
有
化
を
図
る
。

③�

対
応
を
協
議
し
、
支
援
計
画
作

成
時
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。

④�

具
体
的
な
支
援
の
進
捗
状
況
を

把
握
し
、
必
要
に
応
じ
担
任
等

に
助
言
す
る
。

⑤�

一
定
期
間
後
、
取
り
組
み
の
評

価
を
し
て
、
そ
の
後
の
取
り
組

み
を
検
討
す
る
。

か
ま
く
ら
食
育
カ
レ
ッ
ジ

　

本
市
が
実
施
す
る
食
と
食
育
に

関
す
る
講
座
の
総
称
。

　

食
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
健
康・

鎌
倉
・
環
境
・
教
養
の
４
学
科
と
、

地
域
で
食
育
を
広
め
る
担
い
手
で

あ
る「
か
ま
く
ら
食
育
ク
ラ
ブ
員
」

の
養
成
を
目
的
と
し
た
育
成
学
科

の
合
計
５
つ
の
学
科
が
あ
る
。

用
語
の
解
説
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本
市
に
お
け
る
食
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質�

問
…
本
市
で
は
食
育
推
進
計
画

を
策
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
方

向
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

健�

康
福
祉
部
長
…
「
食
を
と
お
し

て
豊
か
な
環
境
、
健
や
か
な
心

身
を
地
域
で
育
む
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
の
が
計
画
の
基
本

理
念
で
あ
り
、
こ
の
理
念
の
も

と
、
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組

み
方
針
を
設
定
し
て
い
る
。

　

�　
こ
れ
ら
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
市
の
健
康
福
祉

プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
「
健
や
か
で

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
と

い
う
将
来
目
標
に
つ
い
て
、
食

の
面
か
ら
実
現
を
図
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
る
。

質�

問
…
食
育
に
関
す
る
具
体
的
な

施
策
の
中
で
も
、
か
ま
く
ら
食

育
カ
レ
ッ
ジ
（
※
）
は
本
市
の

特
徴
的
な
取
り
組
み
だ
と
思

う
。
そ
の
う
ち
の
育
成
学
科
で

行
わ
れ
て
い
る
食
育
ク
ラ
ブ

員
養
成
講
座
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

同�

部
長
…
養
成
講
座
で
は
、
幅
広

い
分
野
の
講
座
を
設
け
て
お

り
、
受
講
者
に
食
に
関
す
る
専

門
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し

て
も
ら
い
、
修
了
者
に
は
、
各

地
域
で
食
育
を
推
進
す
る
食
育

ク
ラ
ブ
員
と
し
て
、
普
及
啓
発

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。食育クラブ員養成講座の様子

質�

問
…
食
育
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参

加
で
き
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
員
も

い
る
と
い
う
声
を
聞
く
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

同�

部
長
…
今
後
も
各
種
企
画
を
考

え
、
幅
広
い
参
加
が
い
た
だ
け

る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
と
と
も

に
、
改
め
て
ク
ラ
ブ
員
の
養
成

も
行
い
、充
実
を
図
っ
て
い
く
。

質�

問
…
小
・
中
学
校
で
の
食
育
の

取
り
組
み
は
い
か
が
か
。

教�

育
部
長
…
現
在
、
本
市
に
は
３

名
の
栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
全
小
・
中
学
校
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
け
、
食
に
関
す

る
指
導
や
担
当
教
員
の
支
援
・

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
栄
養

教
諭
を
活
用
し
な
が
ら
食
育

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質�

問
…
健
康
づ
く
り
の
上
で
も
、

食
育
に
は
力
を
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
は
、
医
療
費
の
軽
減
と

い
う
点
で
確
実
に
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
行

財
政
改
革
の
一
つ
の
柱
に
位
置

づ
け
て
取
り
組
む
べ
き
と
思
う

が
、市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市�
長
…
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に

な
る
こ
と
は
、
医
療
費
の
削
減

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
健

康
づ
く
り
を
柱
に
据
え
て
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
は
重

要
と
考
え
る
。
今
後
も
行
政
と

し
て
、
検
討
を
進
め
た
い
。

平
成
23
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
決
算
及
び
下
水
道
事
業

�

特
別
会
計
決
算
の
２
議
案
を
不
認
定

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
及
び

６
特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
の
設
置

　

議
会
は
、
９
月
10
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名
か
ら
な
る
平
成
23

年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
以
下

「
決
算
特
別
委
員
会
」
と
い
う
。）

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
審
査
を
付

託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
４
日
間
に

わ
た
り
、
予
算
審
査
に
お
け
る
議

会
の
指
摘
事
項
の
反
映
状
況
、
第

３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
２
期
基

本
計
画
中
期
実
施
計
画
の
諸
施
策

の
遂
行
状
況
な
ど
を
中
心
に
、
担

当
部
課
へ
の
質
疑
を
行
い
、
重
要

課
題
に
つ
い
て
は
市
長
及
び
教
育

長
に
出
席
を
求
め
、
そ
の
見
解
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
決
算
は
少
数
の
賛
成
に
よ
り

不
認
定
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
決
算
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
認
定
、
大
船
駅
東
口
市
街
地

再
開
発
事
業
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
及

び
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算

を
総
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま

し
た
。

本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　
９
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
長
か
ら
審
査
経
過
及
び
結
果

が
報
告
さ
れ
、決
算
議
案
に
対
し
、

次
の
２
つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し

た
。

○�

商
工
業
元
気
Ｕ
Ｐ
事
業
の
創
業

部
門
や
、
商
店
街
負
担
の
街
路

灯
維
持
費
等
の
一
層
の
支
援

に
取
り
組
む
な
ど
、
具
体
的
な

支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

○�

新
た
な
歳
入
の
確
保
を
検
討
す

る
こ
と
と
併
せ
、
本
市
の
全
て

の
債
権
を
統
括
す
る
部
署
を
設

置
す
る
な
ど
、
債
権
回
収
業
務

の
さ
ら
な
る
効
果
・
向
上
を
図

る
べ
き
で
、
特
段
の
配
慮
が
必

要
な
場
合
を
除
き
、
滞
納
者
に

対
し
て
は
時
効
に
よ
る
債
権
の

消
滅
に
な
ら
な
い
よ
う
、
差
し

押
さ
え
を
執
行
す
る
な
ど
厳
正

に
対
処
し
て
い
く
こ
と
。

　

そ
の
後
、
７
会
派
か
ら
決
算
議

案
に
対
す
る
賛
否
の
討
論
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
一
般
会
計
決
算
及
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
決
算
を
少
数
の
賛

成
に
よ
り
不
認
定
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
を
多
数

の
賛
成
に
よ
り
認
定
、
大
船
駅
東

口
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

決
算
等
４
議
案
を
総
員
の
賛
成
に

よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

鎌倉市議会からのお知らせ
◇かまくら議会だより　音声版・点訳版のご案内
　�「かまくら議会だより」は、鎌倉朗読・録音奉仕会と鎌倉市点訳赤十字奉仕団のご
協力により、音声版（収録テープ）と点訳版を作成しています。ご希望の方は議会
事務局�議事調査担当までお問い合わせください。

◇請願・陳情の出し方
　�市民の皆さんの意見・要望を、市議会を通して行政に反映させる制度として請願と
陳情があります。提出に当たっては、所定の様式があるため、事前に議会事務局議
事調査担当までお問い合わせください。

請願と陳情の違い…�請願は１人以上の紹介議
員の署名が必要ですが、
陳情は不要です。

提出の締め切り…�提出はいつでも可能です
が、定例会初日の前日まで
に提出された場合はその
定例会で審査、期限を過ぎ
ての提出の場合は次回定
例会での審査となります。

鎌倉市議会事務局
議事調査担当

電　話：0467-23-3000　内線2448
ＦＡＸ：0467-23-5825
メール：gikai02@city.kamakura.
　　　　kanagawa.jp

陳
情
の
議
決
結
果

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

山
稜
部
市
道
（
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
）
の
土
地
境
界
の
確
定

に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
及
び
審
議
結
果

　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
市

道
と
、
近
接
土
地
と
の
境
界
線
を

速
や
か
に
確
定
し
て
、
管
理
体
制

を
整
え
、
安
全
整
備
に
万
全
を
期

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
、
委

員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員
に
よ

り
採
択
し
た
。

◇�

神
奈
川
県
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
推
進
事
業
の
県
費
補
助
が

国
庫
補
助
基
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
財
政
措
置
を
す
る

よ
う
県
に
対
し
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
対
す
る
陳
情

陳
情
の
要
旨
及
び
審
議
結
果

　

当
該
事
業
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
国
庫
補
助
基
準
を
下
回
ら
な

い
県
費
補
助
の
実
施
を
求
め
る
意

見
書
を
県
に
提
出
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
で
、
委
員
会
、
本
会
議

と
も
に
総
員
に
よ
り
採
択
し
た
。

◇�

平
成
25
年
度
に
お
け
る
重
度
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
継
続

に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
及
び
審
議
結
果

　

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
、
当

該
制
度
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め

る
も
の
で
、
委
員
会
、
本
会
議
と

も
に
総
員
に
よ
り
採
択
し
た
。

◇�

「
鎌
倉
市
携
帯
電
話
等
中
継
基

地
局
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
」
の
改
正
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨
及
び
審
議
結
果

　

携
帯
電
話
等
中
継
基
地
局
の
設

置
等
の
計
画
に
つ
い
て
、
条
例
に

あ
る
近
接
住
民
へ
の
説
明
責
任
に

お
け
る
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
関
連
規
定
の
改

正
を
求
め
る
も
の
で
、
委
員
会
で

は
総
員
に
よ
り
採
択
し
、
本
会
議

で
は
多
数
に
よ
り
採
択
し
た
。

可 決 し た 意 見 書
　議会は、地方自治法第99条の規定に基づき、地方公共団体の公益に関する
ことについて、意見書を国会または関係行政庁に提出することができます。今
定例会では次の意見書を可決し、鎌倉市議会として関係機関に送付しました。

神奈川県放課後子どもプラン推進事業費補助金に関する意見書
　近年、共働き家庭やひとり親家庭の増加、核家族化、少子化など、子供と家庭を取
り巻く環境は大きく変化している。
　このような状況下で、親の働く権利と子育ての支援、子供の健全育成という観点で、
神奈川県放課後子どもプラン推進事業費補助金は、放課後児童健全育成事業を実施し
ていく上で、貴重な財源であるが、県が市町村に交付している実際の補助金額は、財
政の厳しさを理由に県費補助要綱の８割を下回る金額になっており、その結果、市町
村は補助金額不足分を補塡するなど、さらなる財政負担を強いられている。
　市町村の放課後児童健全育成事業を後退させることなく、その水準を引き上げてい
くという役割を、県は確実に果たしていくべきと考える。
　よって、県におかれては、放課後児童健全育成事業の趣旨と現場の実情を十分に認
識し、国庫補助基準を下回らない県費補助を実施するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成24年９月27日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

神奈川県「臨調」意見に対する意見書
　「神奈川臨調」（神奈川県緊急財政対策本部調査会、座長・増田寛也野村総合研究所
顧問）は９月21日に意見をまとめ、黒岩祐治県知事に提言した。
提言された意見では
（１）県有施設のうち、県民利用施設では、県立図書館、大船フラワーセンター、音
楽堂、近代美術館、体育センター、県立公園など県民の文化、社会活動に欠かせな
い107施設全ての廃止・移譲または「独立採算」「受益者負担」による財政負担軽
減をする。

　　また、出先機関では、放射能測定や地震研究など安全に関する施設や、保健福祉
事務所、児童相談所など132全ての出先機関が廃止・統合などの対象とする。　障
害者施設を中心とした社会福祉15施設も民間活力の導入をうたい、さらに入居者
94,000人を超える県営住宅について直営をやめ、民間賃貸住宅の借り上げ方式など
へ転換する。また、これら県有施設は３年で原則全廃するとし、施設・用地は積極
的に売却すべきとしている。

（２）団体や市町村補助金について、県独自の補助金452事業、1,121億円のうち、昭
和63年度以前に創設された159事業、586億円分は原則廃止。100万円以下、1,000万
円以下など少額補助金も根拠もなく効果が期待できないなどと原則廃止。団体補助
金760億円のうち、私学助成445億円は別途「教育臨調」で議論されているが、そ
のほとんどは原則廃止とされた昭和63年度以前に創設されたものである。特別養
護老人ホームや休日診療所、障害者支援の補助などの団体補助金も原則廃止や凍結
の対象とされている。

　　市町村補助金385億円についても、71％が福祉関連の補助金であり、県民の長年
にわたる取り組みで実施された重度障害者や子供、ひとり親家庭の医療費助成や民
間保育所運営費などを廃止・凍結しようとしており、県は既に始まっている来年度
予算の編成作業を通じて具体化していくとしている。

　　補助金が廃止・凍結された場合、鎌倉市においてわかっただけでも在宅障害者へ
の支援、家庭的保育の推進など２億5,218万円の影響がある。

　　また、既に補助金削減や制度改正により財源が保障されない事業もあり、来年度
一律に補助金カットが実施されれば、住民生活に大きな影響を及ぼすことは明白で
ある。� �
よって、以下のことを神奈川県に対して求めるものである。

記

１　県有施設の見直しにあってはそれぞれの施設の価値を十分検討すること。
２　補助金・負担金についても全てを一律に見直すのでなく、内容を十分精査すること。
３�　ゼロベースからの見直しが提言されているが、補助金の見直しに当たっては真に
必要なものは継続するようにすること。

４�　見直しに当たっては事前に市町村と十分な協議調整を図り、市民や関係団体等に
対し、県が十分な説明をし、理解を得ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成24年９月27日
� 鎌　　倉　　市　　議　　会

食
育
に
つ
い
て

委 員 長 石　川　寿　美
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

副委員長 小田嶋　敏　浩
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

委 員

飯　野　眞　毅
（民主党鎌倉市議会議員団）
久　坂　くにえ
（かがやく鎌倉を創る会）
納　所　輝　次
（公明党鎌倉市議会議員団）
高　野　洋　一
（日本共産党鎌倉市議会議員団）
太　田　治　代
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
前　川　綾　子
（鎌倉みらい）
池　田　　　実
（鎌倉みらい）
髙　橋　浩　司
（鎌倉無所属の会）

決算等審査特別委員会委員

決算等審査特別委員会委員
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今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
29

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
及
び
議
会
に
お

け
る
議
決
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。条

例
の
制
定

◎
鎌
倉
市
公
共
施
設
再
編
計
画

　
策
定
委
員
会
条
例

　

公
共
施
設
再
編
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
に
係
る
専
門
的
な
知
識
、

経
験
を
有
す
る
学
識
経
験
者
等
に

よ
る
鎌
倉
市
公
共
施
設
再
編
計
画

策
定
委
員
会
を
地
方
自
治
法
の
規

定
に
基
づ
く
附
属
機
関
と
し
て
設

置
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
鎌
倉
市
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
条
例

　

深
沢
地
域
国
鉄
跡
地
周
辺
総
合

整
備
事
業
に
お
い
て
、
適
切
な
開

発
誘
導
や
、良
好
な
景
観
形
成・環

境
整
備
の
た
め
に
官
民
が
共
有
で

き
る
ル
ー
ル
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
関
し
、

必
要
な
事
項
の
審
議
の
た
め
、
鎌

倉
市
深
沢
地
区
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
委
員
会
を
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
く
附
属
機
関

と
し
て
設
置
す
る
た
め
、必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
で
、公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

◎
鎌
倉
市
名
誉
市
民
条
例
等
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
議
案
は
、議
会
に
お
け
る「
二

元
代
表
制
の
観
点
か
ら
の
諮
問
機

関
等
へ
の
議
員
参
加
」
に
つ
い
て

の
検
討
結
果
を
受
け
、
市
長
か
ら

提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
市
の
諮
問

機
関
等
へ
の
市
議
会
議
員
の
委
員

参
加
に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
り
参

加
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
諮
問

機
関
等
以
外
は
参
加
し
な
い
こ
と

と
す
る
た
め
、
参
加
を
規
定
し
て

い
る
14
件
の
条
例
に
つ
い
て
必
要

な
整
備
を
一
括
し
て
行
う
も
の

で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
員
が
参
加
す

る
機
関
は
、
民
生
委
員
推
薦
会
、

都
市
計
画
審
議
会
、
青
少
年
問
題

協
議
会
の
３
機
関
と
な
り
ま
す
。

◎
鎌
倉
市
廃
棄
物
の
減
量
化
、

　
資
源
化
及
び
処
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

事
業
系
ご
み
の
分
別
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
、
事
業
系
ご
み

に
係
る
受
け
入
れ
拒
否
等
の
措
置

に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
国

の
法
改
正
に
伴
う
必
要
な
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
市
の
ご
み
処
理

計
画
に
従
っ
た
排
出
方
法
に
違
反

す
る
排
出
事
業
者
に
対
し
て
、
そ

の
違
反
状
況
に
よ
っ
て
、
勧
告
・

公
表
・
命
令
が
、
さ
ら
に
命
令
に

従
わ
な
い
事
業
者
に
は
期
限
を
定

め
て
ご
み
の
受
け
入
れ
拒
否
が
で

き
る
こ
と
と
し
、
合
わ
せ
て
搬
入

事
業
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
拒
否

に
つ
い
て
も
規
定
し
ま
す
。

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
が
、
排
出
・
搬
入

事
業
者
に
対
す
る
受
入
拒
否
等
の

措
置
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
の

施
行
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

平
成
24
年
度
腰
越
漁
港
改
修
整

備
工
事
の
請
負
契
約
を
、
横
浜
市

西
区
北
幸
二
丁
目
８
番
19
号
、西
松

建
設
㈱
横
浜
営
業
所
と
締
結
す
る

も
の
で
、
契
約
金
額
は
３
億
３
２

３
０
万
４
千
円（
税
込
）、
竣
工
期

限
は
平
成
25
年
３
月
の
予
定
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
津
波
避

難
路
整
備
に
係
る
経
費
、
予
防
接

種
法
実
施
規
則
の
改
正
に
伴
う
ポ

リ
オ
予
防
接
種
事
業
に
係
る
経

費
、
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費
補

助
金
に
係
る
県
単
独
補
助
分
の
経

費
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費

に
係
る
補
助
金
な
ど
で
、
歳
入
歳

出
い
ず
れ
も
２
億
５
１
４
０
万
円

を
追
加
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
補
正

後
の
総
額
は
５
５
０
億
９
７
２
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
後
任

者
と
し
て
、
引
き
続
き
次
の
方
を

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

で
は
総
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

小
泉　

淑
子
氏
（
今
泉
台
在
住
）

　

任
期
は
、
平
成
24
年
10
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　

９
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
議
会
議
案
（
議
員
提
案
に
よ

る
議
案
）「
議
会
基
本
条
例
の
策

定
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の

設
置
に
つ
い
て
」
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
、
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
度
に

議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
議

会
運
営
全
般
に
関
す
る
諮
問
を

し
、
本
年
７
月
ま
で
の
間
、
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
検
討

結
果
を
受
け
、
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
議
会
が

担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
基
本
事
項
を
定
め
る
議
会

基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
て
、
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

議　　　案 議決
結果

会　　派　　名
無
所
属

神
奈
川

ネ
ッ
ト

日

本

共
産
党

鎌

倉

み
ら
い

公
明
党

鎌
無
会

か
が
や
く

鎌

倉

民
主
党

条
　
例

第38号 鎌倉市公共施設再編計画策定委員会条例の
制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第39号 鎌倉市深沢地区まちづくりガイドライン策
定委員会条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第40号 鎌倉市名誉市民条例等の一部を改正する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第45号 鎌倉市廃棄物の減量化、資源化及び処理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

第47号 平成24年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号）
（ポリオ予防接種事業に係る経費の増額等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

決
　
算

第31号 平成23年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の
認定について 不認定 ● ● ● ● ○ ※

● ○ ▲

第32号 平成23年度鎌倉市下水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について 不認定 ※

●
※
● ● ● ○ ※

● ○ △

第37号 平成23年度鎌倉市後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

第26号 工事請負契約の締結について
（腰越漁港改修整備工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
会
議
案

第９号 議会基本条例の策定に関する調査特別委員
会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○賛成　△多数賛成　●反対　▲多数反対　※退席者あり

議決された主な議案

※�会派とは、市政に対して同じ考え方、意見を持つ議員の集団のこと
をいいます。本市議会では、代表質問を行ったり議会運営委員会の
委員となる、いわゆる議会運営上の交渉会派は所属議員２人以上と
しています。

各会派所属議員
� （○印は代表者、括弧内の表記は略称）

神奈川ネットワーク運動・鎌倉（神奈川ネット）
　○三宅　真里、石川　敦子、太田　治代、石川　寿美
日本共産党鎌倉市議会議員団（日本共産党）
　○吉岡　和江、高野　洋一、小田嶋　敏浩、赤松　正博
鎌倉みらい（鎌倉みらい）
　○前川　綾子、伊東　正博、渡邊　昌一郎、池田　実
公明党鎌倉市議会議員団（公明党）
　○納所　輝次、西岡　幸子、大石　和久
鎌倉無所属の会（鎌無会）
　○髙橋　浩司、長嶋　竜弘、安川　健人
かがやく鎌倉を創る会（かがやく鎌倉）
　○中村　聡一郎、久坂　くにえ、山田　直人
民主党鎌倉市議会議員団（民主党）
　○岡田　和則、飯野　眞毅

無所属　
松中　健治、千　一、渡辺　隆、中澤　克之

　
本
件
に
係
る
扇
ガ
谷
一
丁
目
の

物
件
に
関
し
、
８
月
28
日
に
市
長

か
ら
２
回
目
の
報
告
を
受
け
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

６
月
28
日
開
催
の
全
員
協
議
会

で
説
明
が
不
十
分
と
さ
れ
た
平
成

22
年
11
月
以
降
の
主
な
経
緯
等
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で

す
。
特
に
、
住
民
説
明
会
で
は
、

良
好
な
住
環
境
を
形
成
し
て
い
る

地
域
に
、
集
客
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
心
配
す
る
声
が
多

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

住
民
と
十
分
な
協
議
を
行
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
24
年
度
に
基
本

事
項
合
意
書
の
締
結
を
、
25
年
度

に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
つ
つ
、

基
本
設
計
、
実
施
設
計
の
実
施
等

を
、
26
年
度
に
施
設
の
改
修
工
事

を
行
い
、
27
年
度
当
初
に
世
界
遺

産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
開
設
を
図

り
ま
す
。

寄
付
の
申
出
を
受
け
た
土

地
・
建
物
等
に
関
す
る
取
扱

い
に
つ
い
て

全
員
協
議
会

「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば

　
　
　
　
　
朝
日
に
匂
う
山
桜
花
」

　
こ
の
句
は
江
戸
時
代
の
国
学
者

で
あ
る
本
居
宣
長
が
詠
ん
だ
和
歌

で
有
名
で
す
。
朝
日
に
照
ら
さ
れ

た
山
桜
の
美
し
さ
に
極
自
然
に
感

動
す
る
日
本
人
の
純
粋
無
垢
な
心

を
歌
に
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
世
界
遺
産
推
薦
は
「
武

家
の
古
都
・
鎌
倉
」
と
い
う
表
題

で
、
鎌
倉
の
武
家
文
化
が
そ
の
普

遍
的
価
値
を
有
し
、
世
界
遺
産
登

録
に
値
す
る
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
武
家
社
会
の
精
神
的
支
柱
と

な
っ
た
サ
ム
ラ
イ
の
「
大
和
心
」

は
文
化
の
異
な
る
イ
コ
モ
ス
調
査

員
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
。
説

明
す
る
の
も
、
理
解
す
る
の
も
至

難
の
業
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�

（
渡
邊
　
昌
一
郎
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委�

員�

長
　
太
田
　
治
代

　
副
委
員
長
　
長
嶋
　
竜
弘

　
委
　
　
員
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
飯
野
　
眞
毅

　
委
　
　
員
　
久
坂
く
に
え

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
田
嶋
敏
浩

編
集
後
記

委 員 長 赤松　正博（日本共産党）
副委員長 納所　輝次（公明党）

委　　員

飯野　眞毅（民主党）
石川　敦子（神奈川ネット）
安川　健人（鎌無会）
山田　直人（かがやく鎌倉）
前川　綾子（鎌倉みらい）
池田　　実（鎌倉みらい）
吉岡　和江（日本共産党）
石川　寿美（神奈川ネット）

議会基本条例の策定に関する調査特別委員会委員

議
会
基
本
条
例
の

策
定
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置


